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村税
2億7,118万6千円
8.9％

歳 入
30億3,833万
4千円

繰入金
4億540万6千円
13.3％

地方交付税
13億9,300万円
45.8％

村債
3億2,207万9千円
10.6％県支出金

1億8,415万1千円
6.1％

国庫支出金
1億9,622万8千円
6.5％

国庫支出金
1億9,622万8千円
6.5％

繰越金
5,000万円 1.7％

軽自動車税  1,259万9千円 4.6％
市町村たばこ税　　  2,280万円 8.4％
入湯税　　　　113万4千円 0.4％地方譲与税

6,420万4千円 2.1％

その他交付金
6,710万円 2.2％

分担金及び負担金
3,400万8千円 1.1％

その他
5,097万2千円 1.7％

村民税
8,285万2千円
30.6％

固定資産税
1億5,180万1千円
56.0％

26.7%

73.3%

　村の会計の基本となるのが一般会計です。村税収入や国・県からの交付税などを財
源とし、福祉の充実や道路整備など村の基本的な施策などに使う経費となります。
　今年度の一般会計の予算総額は３０億３，８３３万４，０００円で、前年度当初予算
と比べて２億５，０８５万５，０００円（７．６％）減額となりました。

一般会計 特　集

〜
平
成
17
年
度
当
初
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平
成
17
年
度
の
当
初
予
算
が
相
良
村
議
会
３
月
定
例
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

当
初
予
算
と
は
？

　

村
の
会
計
年
度
は
、
毎
年
４
月
１
日
か
ら
翌
年
３
月
31
日
ま

で
と
し
、
会
計
年
度
の
初
め
に
計
画
さ
れ
た
予
算
を
当
初
予
算

と
い
い
ま
す
。

ど
う
な
る 

平
成
17
年
度
の
村
づ
く
り

　みなさんから納めていただいた村税（村民税、固定資産税、軽自動車税、たばこ税、入湯税）
は、前年に対して１６９万１千円減額の２億７，１１８万６千円で歳入全体の８．９％を占め
ています。
　村税など、村が自主的に収入することができる自主財源は、全体の２６．７％、地方交付税、
国・県支出金などのように国や県から交付される財源や村債などの依存財源が７３．３％を
占めています。
　歳入額が減額となった主な要因としては、地方交付税や国庫支出金の減額があります。

〔村税の構成〕

歳　  入

　　　　　　　　　　　　
用 語 の 説 明

◆村税　　　　 村民のみなさんから納めていただく
税金や会社の法人村民税など

◆繰入金　　　 各種基金などから一般会計へ繰り入
れたお金

◆地方交付税　 いったん国税として納められた所得
税、法人税、酒税、たばこ税を一定
の基準に基づき、地方公共団体の財
政力に応じて交付されるお金

◆国庫支出金　国が地方公共団体に対してその経費
　　　　　　　（教育、社会保障、公共事業など）　
　　　　　　　の全部また一部に充てるために交付
　　　　　　　する負担金や補助金
◆県支出金　　 村が行う事業に対して、県から交付

される使い道が決まっているお金
◆村債　　　　事業を行うために借り入れるお金
◆地方譲与税　 手続上、国税として納税されている

税金で、その全部又は一部が、一定
の基準で地方公共団体に譲与される
もの。地方道路譲与税、石油ガス譲
与税など。

◆村民一人あたりに使われる予算　　　　　　　　　　　　　　　（３月３１日現在　人口５, ６２７人）

議　会　費総　務　費民　生　費衛　生　費

１１，２４９円８１，３８９円１１４，１１６円５１，８０８円
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　昨年度に比べ、歳出額が減額となった主な要因としては、公園整備・中山間総
合整備事業が終了したことなどがあります。
　主な事業は次のとおりです。

歳　出

歳 出
30億3,833万
4千円

総務費
4億5,797万5千円

15.1％

民生費
6億4,213万2千円

21.1％

農林水産業費
3億8,622万5千円

12.7％

土木費
3億2,176万2千円
10.6％

公債費
4億8,515万1千円
16.0％

教育費
2億2,654万8千円

7.4％

衛生費
9.6％

議会費　6,330万円  2.1％予備費 500万円 0.2％

商工費
2,320万8千円　0.8％

1億3,538万8千円　4.4％ 消防費

・災害復旧費　12万1千円 0％

・諸支出金　　　　1千円 0％

2億9,152万3千円

主な事業と予算額
■総務費 
・パソコンなどの電子計算費 ２，７７７万７千円
・村議会選挙関係費 １, ２２１万８千円
■民生費 
・老人福祉関係事業委託料 １，８９８万１千円
・養護老人ホーム扶助費 ３，４６０万円
・障害者福祉扶助費 １億１, １３６万９千円
・国民健康保険特別会計への繰出金 ３，９２４万１千円
・児童手当 ３，１１５万５千円
■衛生費 
・簡易水道特別会計への繰出金 ４，６４５万６千円
・乳幼児医療給付費 １，７１２万４千円
■農林水産費 
・各種団体等への補助金 ３，８０８万円
・農道整備 １, ８８０万円
■商工費 
・相良ビジネス研究促進事業委託費 １, １５０万円
・自然生態園管理委託 ６７１万７千円
■土木費 
・道路工事 ７, ９０５万円
・村営住宅建設 ３, ７９５万円
■消防費 
・消防詰所建設補助 ３９０万円
・積載車購入 ５４０万円
■公債費 
・元金 ３億９，５６０万７千円
・利子 ８, ９５４万４千円

　特定の事業を行うとき、一般会計とは別に経理をする
会計を特別会計といいます。
　本村では、現在国民健康保険事業など６つの特別会計
があります。

特別会計

会 計 名 平成１７年度 対前年度伸率

国 民 健 康 保 険 596,288 111.1%

老 人 保 健 570,510 99.2%

介 護 保 険 576,800 110.7%

簡 易 水 道 137,093 90.7%

農 業 集 落 排 水 1,127,000 96.7%

緑資源公団分収造林 3,692 70.4%

平成１７年度　特別会計予算の状況
（単位：千円）

農林水産費

６８，６３８円

商　工　費

４，１２４円

土　木　費

５７，１８２円

消　防　費

２４，０６０円

教　育　費

４０，２６１円
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連載Ⅱ行政改革

『行財政健全化計画』
※前回の連載Ⅰに続き、今回は２回目（連載Ⅱ）となります。

⑤補助金等の適正化
　本来、補助金制度の役割は住民福祉の向上を目的と
し、公共的な団体や個人に対して積極的に活動を支援
することであるため、この原点に戻って現在の補助金
等のあり方を総点検した結果、一律削減では補助金の
抜本的な見直しにはならないため、社会情勢の変化に
より補助金交付の目的が適切か否かを十分検討し、自
立可能な団体については安易に経常的な財源とならな
いように補助期限を設けるなど適正化を図ります。
　また、負担金については国・県及び公共的な負担金
は村が受ける便益の対価として負担するものであり、
法令の規定に基づく義務的負担金は必要です。ただし、
村が相手方と協議し合意した条件の下で負担する任意
的負担金の中で、一部事務組合等に対する負担金につ
いては、収支の残金や総事業費に対する人件費の占め
る割合などを検討し削減に努めてもらうよう協議して
いきます。

○補助金削減目標値（平成 15 年度決算基準）
平成 18 年度までに３０％削減
（約２８００万円削減）

○負担金削減目標値（平成 15 年度一般会計決算）
平成 18 年度までに５％削減
（約２１００万円削減）

※ 一部事務組合に対し相良村が負担金として支出して
いる額（平成 15 年度決算額）

　○人吉下球磨消防組合（９, ８３１万円）
　○広域行政組合（６, ２５９万円）
　○土地改良事業組合（１, ５３８万円）

⑥民間委託の積極的・計画的推進
　民間委託については、さらに効率化を図るため事務
事業ごとに内容の再検討や委託基準を明確化していき
ます。
　さらに個々の事業内容を見ると、特にコンピュータ
関連がシステム等の変更や追加により委託費が急増す
る傾向にあるため、ハード及びソフトの有効利用によ
る経費削減に努めるとともに、専門的な知識を持つ職
員の育成も行っていきます。

○委託料削減目標（平成 15 年度決算基準）
平成 18 年度までに２０％削減
（約４０００万円削減）

1 効率的な事務事業の見直し

⑦公共施設の管理運営
　公共施設については、村民のニーズの変化や利用実
態などを踏まえ運営の効率化を図り、その機能・役割・
運営方法等を見直し、より質の高いサービスを最小の
経費で提供できるように管理運営を徹底します。
　施設の中には、当初の目的や内容等の設置意義が薄
れたり、設置目的や設置内容が同一又は類似したりし、
利用率が低下しているものもあり、このような施設は
管理運営の抜本的見直しを図るとともに、地元への移
譲、他用途への転用など利用方法の変更等を行う必要
があります。
　また、現在各施設の受付窓口が担当ごとに分かれ利
便性に欠けているため、役場内に一箇所受付窓口を設
置し、そこで一括管理する方式をとるようにし、利用
率があがるよう推進します。
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連載Ⅱ行政改革
⑧村主催事業の自主運営方式
（住民参画型）の推進
　大会などのイベントの中には少子高齢化により年々
参加者が減少したり、マンネリ化になったりとコスト
に見合った効果があがらず目的が達成されない事業が
あります。

　そこで社会情勢の変化による多様な村民の声に的確
に応え、魅力的で活力ある各種事業を展開するために
は、行政だけではなく村民の参画が必要になってきま
す。村民と行政がそれぞれ責任分担を明確にし、行政
主導からの脱却を目指し村民が自主的に運営できるも
のについては自立化を図り、実行委員会等を立ち上げ
予算を持つようなシステムにし村民の手で企画の段階
から創りあげていく「自主運営方式（住民参画型）」
を積極的に推進していきます。
　自主運営方式にすることにより、目的が明確化され
多種多様な職種や各年齢層の村民が企画立案から参加
することでいろいろな意見を盛り込むことができ、幅
の広い生涯学習的要素がプラスされた各年齢層にも柔
軟に対応できる事業等を展開することができます。そ
れにより高齢者が積極的かつ楽しく参加することがで
きることで医療費の抑制にもつながり、また地域の枠
を越えた子どもの育成が可能になります。

①組織・機構の改革
　行財政健全化計画の策定において、人件費総額の抑
制、行政組織のスリム化等の観点から、時代に即応し
たものに見直すことが必要です。行政組織は単に機能
を分けるものではなく、機能が一元化され村民に解り
やすいものでなければなりません。
　そこで、平成 20 年度を目途に課（局・室）を 12 ⇒６、
係を 24 ⇒ 19 までに整理統合していくようにします。

②職員の能力開発及び資質の向上
　多様化する住民要望や膨大な行政課題に的確かつ柔
軟に対応していくため、職員一人一人が意識を高める
とともに能力が最大限に発揮され、自ら考え行動する
職員を育成していくことが不可欠になります。
　このような観点から、個々の職員が村民の立場に
立って職務を遂行するという基本姿勢を徹底すること
はもとより、村民の要望に応える使命感、親切で優し
い態度で接することのできる人間性、新しい時代に対
応できる先見性、創造性、実践力など高い資質がこれ
まで以上に求められています。
　そこで、縦割り行政の弊害を排除し横の連携を強化
し、日常業務を通じ職員個人や職場の特性に応じた個
別指導や職場研修等を積極的に推進します。

村勢（※平成16年３月末現在）

人口密度 ………１㎢に５９人
出　生 …………… 7.15日に１人
死　亡 …………… 6.88日に１人
老　人 …………… 1.04世帯に１人
（65歳以上）

村職員 ……………村民67人に１人
村　税 ……………１世帯当たり176,495円
支出済額 ………１人当たり655,361円
（一般会計）

２時代に即応した簡素で機能的な組織・機構
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３
月
19
日
、
あ
さ
ぎ
り
町
須
恵
文
化
ホ
ー
ル
で
相
良
中
学
校
吹

奏
楽
部
第
２
回
定
期
演
奏
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

演
奏
は
３
部
構
成
で
、
第
１
部
で
は
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
曲

を
は
じ
め
と
す
る
シ
ン
フ
ォ

ニ
ッ
ク
ス
テ
ー
ジ
、
第
２
部

で
は
楽
器
の
種
類
別
に
よ
る

ソ
ロ
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ス
テ
ー

ジ
、
第
３
部
で
は
、
ナ
ツ
メ

ロ
や
ヒ
ッ
ト
ソ
ン
グ
な
ど
の

ポ
ッ
プ
ス
ス
テ
ー
ジ
を
披
露
、

生
徒
や
保
護
者
が
扮
す
る
、

ヨ
ン
様
や
マ
ツ
ケ
ン
も
飛
び

出
す
な
ど
、
最
初
か
ら
最
後

ま
で
、
聴
い
て
・
観
て
楽
し

め
る
演
奏
会
で
し
た
。

　

４
月
６
日
の

朝
、
春
の
全
国

交
通
安
全
運
動

の
一
環
と
し

て
、
Ｊ
Ａ
相
良

支
所
前
に
お
い

て
、
深
水
駐
在

所
を
は
じ
め
村

内
の
団
体
（
老

人
ク
ラ
ブ
・
北
婦
人
会
・
安
全
運
転
管
理
者
・
交
通

指
導
員
）に
よ
り
交
通
安
全
タ
ッ
チ
運
動
が
行
わ
れ
、

通
勤
途
中
の
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
交
通
安
全
の
呼
び
か
け

を
行
い
ま
し
た
。

交
通
安
全
タ
ッ
チ
運
動

第
１
回
九
州
地
区
団
体
戦

空
手
道
選
手
権
大
会

空
手
を
習
い
た
い
方
募
集
中

詳
し
く
は
、
館
長
岩
下
さ
ん
ま
で

（
職
場
）

　

☎
０
９
６
６
‐
３
５
‐
０
１
８
５

相
良
中
吹
奏
楽
部
定
期
演
奏
会

●

　

３
月
30
日
、
ふ
る
さ
と
館
に
お

い
て
、
相
良
村
認
定
農
業
者
連
絡

協
議
会
（
ル
ー
ラ
ル
さ
が
ら
）
の

定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
平
成
16
年
度
の
事

業
報
告
や
平
成
17
年
度
の
事
業
計

画
な
ど
が
審
議
・
承
認
さ
れ
、
新

年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

現
在
の
会
長
は
、
伊
東
明
継
さ

ん
（
棚
葉
瀬
）
で
会
員
数
は
71
個

人
・
法
人
で
す
。

相
良
村
認
定
農
業
者
連
絡
協
議
会
総
会

　

春
の
彼
岸
に
合
わ
せ
、
人
吉
球
磨
郡
内
の
相
良

三
十
三
観
音
の
一
斉
開
帳
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

あ
い
に
く
の
雨
で

し
た
が
、
本
村
に
あ

る
５
つ
の
観
音
さ
ん

に
も
、
た
く
さ
ん
の

人
が
訪
れ
、
地
域
の

方
々
に
よ
る
温
か
い

お
も
て
な
し
（
お
接

待
）も
あ
り
ま
し
た
。

相
良
三
十
三
観
音

春
の
一
斉
開
帳

　

２
月
20
日
、
相
良
村
総
合
体
育

館
に
お
い
て
、（
社
）
日
本
空
手
協

会
九
州
地
区
本
部
主
催
に
よ
り
九

州
各
地
か
ら
約
８
０
０
名
の
選
手

が
参
加
し
第
１
回
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

相
良
村
棚
葉
瀬
に
道
場
が
あ
る

神
武
館
（
館
長　

岩
下
孝
信
さ
ん
）

か
ら
も
出
場
し
小
学
校
高
学
年
の

形
の
部
ベ
ス
ト
４
・
組
手
の
部
ベ

ス
ト
８
、
高
校
生
の
組
手
の
部
で

は
見
事
優
勝
と
優
秀
な
成
績
を
収

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

第
２
回
大
会
は
６
月
12
日
に
開

催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

ドライバーも歩行者も交通ルール
を守りましょう

地元の方々によるお接待
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村
内
教
職
員
の
異
動
（
敬
称
略
）

◆
相
良
南
小
学
校

【
転
入
】

※
（　
　

）
内
は
前
任
校

・
校
長　

中
原　

修
身

（
八
代
市
立
高
田
小
学
校
）

・
教
諭　

藤
木　

清
子

（
人
吉
市
立
西
瀬
小
学
校
）

・
教
諭　

田
山　

貴
子

（
人
吉
市
立
西
瀬
小
学
校
）

・
教
諭　

松
尾　

裕
史

（
人
吉
市
立
中
原
小
学
校
）

・
教
諭　

沢
田　
　

均

（
球
磨
村
立
一
勝
地
第
一
小
学

校
）

・
主
任
技
師　

小
山　

江
里

（
あ
さ
ぎ
り
町
立
岡
原
小
学
校
）

・
事
務
主
任　

才
藤　

洋
子

（
あ
さ
ぎ
り
町
立
岡
原
小
学
校
）

・
講
師　

大
塚
美
智
代

・
講
師　

高
岡　

行
利

【
転
出
】

※
（　
　

）
内
は
転
出
校

・
校
長　

大
平　

和
明

（
人
吉
市
立
東
間
小
学
校
）

・
教
諭　

赤
池
美
恵
子

（
あ
さ
ぎ
り
町
立
免
田
小
学
校
）

・
教
諭　

倉
橋
美
智
子

（
あ
さ
ぎ
り
町
立
須
恵
小
学
校
）

・
教
諭　

尾
方　

久
生

（
相
良
村
立
相
良
北
小
学
校
）

・
教
諭　

溝
口　

博
史

（
人
吉
市
立
中
原
小
学
校
）

・
技
術
主
任　

高
本　

明
子

（
あ
さ
ぎ
り
町
立
免
田
小
学
校
）

・
事
務
主
任　

尾
方　

康
弘

（
錦
町
立
西
小
学
校
）

◆
相
良
北
小
学
校

【
転
入
】

※
（　
　

）
内
は
前
任
校

・
校
長　

中
村　

和
弘

（
相
良
村
立
相
良
北
小
学
校
）

・
教
頭　

井
上
美
喜
子

（
相
良
村
立
相
良
中
学
校
）

・
教
諭　

尾
方　

久
生

（
相
良
村
立
相
良
南
小
学
校
）

【
転
出
】

※
（　
　

）
内
は
転
出
校

・
教
頭　

中
村　

和
弘

（
相
良
村
立
相
良
北
小
学
校
）

・
教
諭　

沢
田　

富
浩

（
多
良
木
町
立
多
良
木
小
学
校
）

・
講
師　

後
藤　

明
子

【
退
職
】

・
校
長　

田
口　

剛

◆
相
良
中
学
校

【
転
入
】

※
（　
　

）
内
は
前
任
校

・
校
長　

村
橋　

勝
記

（
八
代
市
立
第
八
中
学
校
）

・
教
頭　

山
本　

祐
士

（
湯
前
町
立
湯
前
中
学
校
）

・
教
諭　

堤　

恵
美
子

（
人
吉
市
立
第
二
中
学
校
）

・
教
諭　

丸
尾　

裕
介

（
錦
町
立
錦
中
学
校
）

【
転
出
】

※
（　
　

）
内
は
転
出
校

・
校
長　

井
上　

幸
典

（
人
吉
市
立
第
二
中
学
校
）

・
教
頭　

井
上
美
喜
子

（
相
良
村
立
相
良
北
小
学
校
）

・
教
諭　

平　
　

健
弘

（
植
木
町
立
植
木
北
中
学
校
）

・
教
諭　

椎
葉　

廣
樹

（
人
吉
市
立
第
一
中
学
校
）

・
講
師　

五
島　

功
晴

相
良
南
小
学
校
長中

原　

修
身

　

こ
の
た
び
、
八
代
市
立
高
田

小
学
校
よ
り
、
相
良
南
小
学
校

へ
参
り
ま
し
た
、
中
原
修
身
と

申
し
ま
す
。
球
磨
郡
は
初
め
て

の
仕
事
場
。
校
長
も
南
小
が
最
初
で
す
。
や
や
不
安
を
抱
き

つ
つ
、
南
小
学
校
に
着
任
し
ま
し
た
が
、
花
い
っ
ぱ
い
の
環

境
に
、
ま
た
、
先
生
方
の
す
ば
ら
し
さ
に
、
そ
し
て
、
子
ど

も
達
の
明
る
さ
に
、
感
動
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
校
職
員
23
名
が
一
丸
と
な
っ
て
278
名
の
子
ど
も
た
ち
の

成
長
の
た
め
全
力
を
尽
く
し
て
参
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

相
良
北
小
学
校
長中

村　

和
弘

　

歴
史
と
伝
統
に
溢
れ
、
地
域

に
根
ざ
し
た
相
良
北
小
学
校
に

勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
を

嬉
し
く
、
誇
り
に
思
う
と
同
時

に
責
任
の
重
さ
を
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。「
児
童
は
通

い
が
い
の
あ
る
、
教
師
に
は
勤
め
が
い
の
あ
る
、
保
護
者
は

安
心
で
き
る
」
学
校
づ
く
り
に
努
め
る
と
と
も
に
、
特
に
、

学
力
の
向
上
に
つ
い
て
は
全
職
員
心
を
一
つ
に
し
て
努
力
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
ご
指
導
ご
支
援
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

相
良
中
学
校
長

村
橋　

勝
記

　

相
良
中
学
校
に
着
任
し
て
、

ま
ず
気
づ
い
た
事
は
、
花
や

樹
木
に
囲
ま
れ
、
美
し
い
環

境
に
恵
ま
れ
た
学
校
だ
と
い

う
こ
と
で
す
。
生
徒
達
は
明
る
く
元
気
に
挨
拶
し
て
く
れ
ま

す
し
、
心
が
和
む
よ
う
で
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
次
の
三
つ
の
こ
と
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、ど
う
ぞ
ご
支
援
く
だ
さ
い
。

一
、
学
ぶ
喜
び

4

4

4

4

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
学
校

二
、
相
手
を
思
い
や
る

4

4

4

4

雰
囲
気
の
学
校

三
、
存
在
感

4

4

4

の
あ
る
生
徒
が
多
い
学
校

校
長
挨
拶
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区番号 区名 区長名 班 班長名 世数数

1
上
四
浦

山 井 憲 二

1 濱 田 袈 雄 11

47

2 尾 方 岩 美 13

3 高 岡 義 之 6

4 青 野 幸 司 7

5 髙 岡 利 安 10

2
中
四
浦

林 田 俊 明

1 川辺彦太郎 18

94
2 宮 田 勝 子 18

3 樅 木 良 次 35

4 土 屋 国 治 23

3
初　

神
永 井 義 武

1 蓑 毛 伸 弘 34

772 髙 田 克 秀 29

3 羽 月 一 成 14

4
下
四
浦

土 肥 聖 嘉

1 田 畠　 均 35

992 村 山 義 孝 40

3 岡 村 勝 年 24

5
上
川
上

橋 口 勝 則

1 宮 原 博 次 22

642 新 川 博 正 19

3 矢 上 次 雄 23

6
上
川
下

恒 松 宜 信

1 宮 原 正 典 24

642 恒 松 宜 信 26

3 松 木 一 美 14

7
松
馬
場

川 邊 髙 徳

1 木 﨑 洋 紀 41

1072 川 邊 髙 徳 26

3 丸 目 照 次 40

8
上　

園
徳 永 秀 光

1 笹 渕 和 彦 36
55

2 立 見 雄 治 19

9
永　

江
森 口 孝 利

1 福 山 光 國 29

762 大 平　 昇 25

3 免 田 袈 男 22

10
朝　

迫
松山　　剛

1 三 浦 正 巳 22

612 本 田 清 司 15

3 日 隈 弘 幸 24

区番号 区名 区長名 班 班長名 世数数

11
中　

央
伊 東 政 継

1 伊 東 伸 明 26

155

2 白 石 明 徳 23

3 樅 木 利 通 39

4 川 邊 堅 一 39

5 松 本　 武 18

6 川 辺 一 美 10

12
松　

葉
山 口 堅 吾

1 福 田 勝 博 41

209

2 桑 原 建 二 32

3 中 村 司 朗 43

4 伊 藤 安 喜 60

5 岩 本 房 人 33

13
平　

原
山 名　 健

1 森元実津子 34

119
2 酒 井 哲 也 31

3 恒 松 秀 嗣 30

4 吉松喜十郎 24

14
永　

谷
山口美津子

1 西 田 照 香 24

602 開 田 幸 男 16

3 東　 正 幸 20

15
新　

村
東　　敬志

1 内 田 新 一 28

94
2 有 田 賢 士 26

3 礒 田 良 一 20

4 有 田　 実 20

16
十　

島
岩 本 正 輝

1 上 村 孝 紀 19

97
２ 横 山 典 子 24

3 岩 本 孝 男 28

4 宮 﨑 富 香 26

17
井　

沢
桑 原 和 義

1 中 竹 英 利 24
50

2 石 川 正 義 26

18
並
木
野

緒 方 浩 美

1 藤 原 光 義 17

155
2 磯 田　 悟 25

3 西 田　 敬 49

4 大 川 好 信 64

平成17年度　区長・班長名簿
1年間、お世話になります。
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○ コンピューターＡＤＳＬ電話回線の設置の要望について
○納税証明書の納入金額の誤差について
○台風 16 号・18 号に伴う大雨について
○特別職（給与等）の取扱について
○請願書の取扱について

◆保健福祉課（行政改革推進室）
　生田　淑子

一 般 質 問
役場職員の異動

（　　）内は旧職

平成 17年第１回村議会定例会

議　案
○平成 17 年度相良村一般会計予算　原案可決
○平成 17 年度相良村国民健康保険特別会計予算　原案可決
○平成 17 年度相良村老人保健特別会計予算　原案可決
○平成 17 年度相良村簡易水道特別会計予算　原案可決
○平成 17 年度相良村農業集落排水特別会計予算　原案可決
○平成 17 年度相良村緑資源機構分収造林特別会計予算　原案可決
○平成 17 年度相良村介護保険特別会計予算　原案可決
○相良村情報公開条例の一部を改正する条例の制定について　原案可決
○緑資源公団分収造林特別会計条例の全部を改正する条例の制定について　原案可決
○相良村消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部を改正する条例の制定について
　原案可決
○相良村人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の制定について　原案可決
○相良村個人情報保護条例の制定について　原案可決
○相良村行政手続き等における情報通信の技術の利用に関する条例の制定について　原案可決
○ 熊本県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少、共同処理する事務の変更及び規約の一部
変更について　原案可決
○村道の路線の廃止について　原案可決
○村道の路線の認定について　原案可決

諮　問
○人権擁護委員候補者の推薦について　原案適任

陳　情
○「葉詰め吊り込み装置」機械購入助成の陳情書　継続審査

発　議
○相良村議会委員会条例の一部を改正する条例の制定について　原案可決
○選任による相良村農業委員会委員の解任請求について　原案可決
○相良村長矢上雅義君の辞職勧告決議について　原案可決
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国では、今、
リサイクルを
推進しています。

ご協力を

お願いします

連絡先　相良村役場　企画課
住　所　球磨郡相良村大字深水２５００－１
TEL　０９６６－３５－１０３０（直通）
FAX　０９６６－３５－００１１

チップ材
　これは、工事により発生した伐採木や木の根を
機械で破砕、粉砕により、チップ化したものです。
　大きさは２．５ｃｍ程度です。

チップ材を皆さんに
提供するのは、
こんな理由です。

　川辺川ダム砂防事務所では、「水害のない豊かなふる里づくりをめざして」
皆様の御理解と御協力によりダム事業を進めているところです。
　当事務所では、工事から発生した伐採木、木の根をチップ化し、肥料や
法面緑化の材料などに使用して来ました。
　しかし、事業の進捗と共に工事で使用することが少なくなることから、
有効な活用方法について検討をしてきたところです。
　今回、チップ材を農林業の盛んなこの地域の方に提供することで「資源
の有効活用」と「地域に貢献できないか」と考えたからです。

希望される方へお願い
・ご希望される数量について
　 　発生する伐採木等に限りがあり、希望者多数の場合は、
ご希望数量に添えない場合があります。

・料金と積込み・搬出
　 　チップ材は無料ですが、積込み・運搬については、各
自でおこなっていただきます。

・実物のチップ材
　 　写真とは違い、色合いや形状が異なることがあります。

・連絡方法
　 　ＦＡＸまたは葉書に、住所・氏名・連絡先・希望数量
を記載して、下記、連絡先に送付してください。

　（希望数量の記載例　：　軽トラック○台分）

チップ材さしあげます。

※チップ材の搬出開始日は、
　６月頃からの予定です。

提供場所／五木村南小学校跡地
(○印のところです )
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■「緑の募金」の趣旨

　県土に広がる緑は、私たち日常生活に美しい景観や自
然の恵みを与えてくれるとともに、清らかな水を安定的
に供給し、空気をきれいにしてくれるなど、大切な役割
を果たしています。また、災害から私たちの暮らしを守
り、地球の温暖化を防止し、レクレーションの場を提供
するなど、多様な機能を発揮しています。
　この豊かな緑を将来にわたって、守り育てていくため
には、私たち一人ひとりが、いろいろなかたちで森林の
整備や緑化活動に関わっていくことが重要です。
　県民共有の財産である豊かな緑を守り育てていく「み
どりの財産づくり」に向けて、「緑の募金」は、次のよ
うな事業に活用されています。

■主催
　人吉球磨地域みどり推進協議会・相良村
　お問い合わせ先：熊本県球磨地域振興局　農林部　林務課　電話　０９６６－２２－４３９６
　　　　　　　　　相良村役場　産業振興課　林務係　　　　電話　０９６６－３５－０２１１（内線34番）

「緑の募金のお願い」

■スローガン

　「一枚の葉っぱから」（キャンペーン統一テーマ）
　「木が元気　森が元気で　地球も元気」
　（平成 17 年用　国土緑化運動標語）

■実施期間
　平成17年３月１日～
　平成17年５月31日
　（全国一斉強調月間）

「一枚の葉っぱから」をテーマとした環境緑化の推進
次代を担う緑の少年団の育成
ボランティア活動による「県民参加の森林づくり」
国土緑化・育樹運動のポスターコンクール等の緑化の啓発運動　など

活用しよう、住基カード 運転免許証などと同様に
身分証明書として利用できます。

こんな時に便利
公的な証明書としての活用例

　●銀行口座の新規開設の時
　●パスポートの発行の時
　●書留郵便の受け取りの時
　●行政機関の個人情報開示請求の時
　●戸籍の届出の時
　●ゴルフ場利用税の非課税の証明の時
　●利子・配当・償還金の受け取りの時
　●特定口座開設届出書提出の時
　●外国へ向けての支払いなど特定為替取引の時
　● 高齢者や身障者などの少額預金利子所得非課税
の申請の時（高齢者の非課税は平成17年まで）

※この他にもさまざまな場面で活用できます。

「住基カード」はお住まいの市区町村で受け取れます。
「住基カード」の交付手続、手数料などについては、
お住まいの市区町村にお問い合わせください。

○問合せ先　村保健福祉課 戸籍係
　総務省・住民基本台帳ネットワークシステム推進協議会
　http://www.soumu.go.jp/c-gyousei/daityo/

「住基カード」はお住まいの市区町村で受け取れます。
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保健福祉課（直通）

℡35－1032
国保係　内線25
保健係　内線26　　　　
福祉係　内線24・28まで

お問い合わせは

国
民
年
金
制
度
の
ポ
イ

ン
ト

　

日
本
に
住
む
20
歳
以
上
60
歳
未

満
の
人
は
国
民
年
金
に
加
入
し
て

保
険
料
を
収
め
ま
す
。

一
、
加
入
の
か
た
ち
は
３
種
類

加
入
に
は

・
第
１
号
被
保
険
者

・
第
２
号
被
保
険
者

・
第
３
号
被
保
険
者

の
３
種
類
と
な
り
ま
す
。

　

で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
を
説

明
し
ま
し
ょ
う
。

①
第
１
号
被
保
険
者
と
は

　

自
営
業
・
農
業
・
無
職
・
学

生
・
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
で
、
届

出
先
は
お
住
ま
い
の
市
町
村
の

国
民
年
金
担
当
窓
口
で
す
。
保
険

料
の
納
付
に
つ
い
て
は
、
月
額

一
三
、五
八
〇
円
（
平
成
17
年
度
）

で
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
で
納

め
ま
す
。

②
第
２
号
被
保
険
者
と
は

　

厚
生
年
金
・
共
済
組
合
等
に
加

入
し
て
い
る
会
社
員
・
公
務
員
な

ど
で
、勤
め
先
が
届
出
し
ま
す（
厚

生
年
金
や
共
済
組
合
等
に
加
入
す

る
こ
と
で
、
国
民
年
金
に
も
加
入

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
）
保
険
料

の
納
付
は
、
厚
生
年
金
や
共
済
組

合
等
の
保
険
料
を
納
め
ま
す
（
給

与
か
ら
天
引
き
さ
れ
ま
す
）。
国

民
年
金
の
保
険
料
を
個
人
で
納
め

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

③
第
３
号
被
保
険
者
と
は

　

厚
生
年
金
・
共
済
組
合
等
に
加

入
し
て
い
る
夫
（
妻
）
に
扶
養
さ

れ
て
い
る
妻
（
夫
）
で
、
配
偶
者

の
勤
め
先
へ
届
け
出
ま
す
（
扶
養

に
入
る
と
き
に
同
時
に
届
出
ま

す
）

　

保
険
料
の
納
付
は
、
個
人
で
納

め
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、

配
偶
者
の
給
与
か
ら
個
別
に
天
引

き
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

※
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
加
入

し
て
い
る
年
金
制
度
（
厚
生
年
金

や
共
済
組
合
）
が
負
担
し
ま
す
。

二
、
人
生
の
節
目
に
は
年
金
の
届

出
を
忘
れ
ず
に
！

○
国
民
年
金
に
関
す
る
問
合
せ
先

　

村
保
健
福
祉
課
国
保
係

　

八
代
社
会
保
険
事
務
所

☎
０
９
６
５
‐
３
５
‐
６
１
１
５

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の

皆
様
へ
特
別
弔
慰
金
が

支
給
さ
れ
ま
す

　

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺

族
で
、
平
成
17
年
４
月
１
日
に
お

い
て
、
公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金

等
を
受
け
る
方
が
い
な
い
場
合

に
、
第
八
回
特
別
弔
慰
金
と
し
て

額
面
40
万
円
、
10
年
償
還
の
記
名

国
債
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
ご
遺
族
は
次
の
順

番
に
よ
る
先
順
位
の
ご
家
族
お
一

人
で
す
。

一
、
弔
慰
金
受
給
権
者

二
、
戦
没
者
等
の
子

三
、 

戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を
有

し
て
お
り
、
か
つ
、
戦
没
者

等
と
氏
が
同
じ
で
あ
る
。
①

父
母
②
孫
③
祖
父
母
④
兄
弟

姉
妹

四
、 

前
記
３
以
外
の
①
父
母
②
孫

③
祖
父
母
④
兄
弟
姉
妹

五
、  

前
記
１
か
ら
４
以
外
の
ご
遺

族
で
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま

で
引
き
続
き
１
年
以
上
生
計

関
係
を
有
し
て
い
た
三
親
等

内
の
親
族
。

【
請
求
期
間
】
平
成
17
年
４
月
１

日
か
ら
平
成
20
年
３
月
31
日
ま
で

【
請
求
窓
口
】
村
保
健
福
祉
課

☎
３
５
‐
１
０
３
２

　今年度から、人吉球磨の６つの医療機関の協
力により、休日の小児科当番医の日程が計画さ
れました。
　なお、当番医の変更等がありますので、受診
の場合には医療機関へご連絡ください。

【５月の当番医】
１日－人吉総合病院（２２- ２１９１）
３日－堤病院附属九日町診療所（２２- ２２５１）
４日－公立多良木病院（４２- ２５６０）
５日－たかはし小児科内科医院（２４- ２２２２）
８日－増田クリニック（２２- ３６７０）
15日－やまむら医院（４５- ０００５）
22日－堤病院附属九日町診療所（２２- ２２５１）
29日－たかはし小児科内科医院（２４- ２２２２）

平成 17年度から小児科在宅
当番医事業が実施されます。
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判
所
人
吉
支
部
（
人
吉
市
寺
町

１
番
地
）（
☎
０
９
６
６
‐
23
‐

４
８
５
５
）

【
相
談
員
】
弁
護
士
・
調
停
委
員
・

裁
判
所
及
び
法
務
局
の
職
員

【
相
談
内
容
】
一
般
法
律
相
談
・

家
庭
問
題
・
金
銭
問
題
・
交
通
事

故
問
題
等

自
衛
官
募
集
に
つ
い
て

　

自
衛
隊
２
等
陸
・
海
・
空
士
の

募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。（
７
月
・

８
月
・
10
月
入
隊
予
定
）

【
応
募
資
格
】
入
隊
時
に
、
18
歳

以
上
27
歳
未
満
の
男
子

【
募
集
締
切
日
】
５
月
31
日
㈫

【
試
験
日
】
６
月
上
旬
〜
６
月
中

旬
頃

【
試
験
場
所
】
北
熊
本
駐
屯
地

【
試
験
内
容
】

⑴
筆
記
試
験　

国
語
・
数
学
・
社

会
（
中
学
卒
業
程
度
）
及
び
作
文

⑵
口
述
試
験
（
面
接
）

⑶
適
正
試
験
及
び
身
体
検
査

【
問
合
せ
先
】
人
吉
募
集
事
務
所

☎
２
２
‐
４
７
０
４

「
み
ん
な
の
お
じ
さ
ん
、

　
　

お
ば
さ
ん
」
会
員
募
集

　

熊
本
県
青
少
年
育
成
県
民
会
議

で
は
、
子
ど
も
は
み
ん
な
の
子
ど

も
、
地
域
社
会
の
宝
と
し
て
青
少

平
成
17
年
度
児
童
福
祉

週
間
の
標
語

　

児
童
福
祉
の
向
上
を
図
る
た

め
、
昭
和
22
年
以
来
毎
年
５
月
５

日
（
こ
ど
も
の
日
）
か
ら
の
一
週

間
を
「
児
童
福
祉
週
間
」
と
定
め
、

児
童
福
祉
の
意
識
の
啓
発
や
子
ど

も
た
ち
を
対
象
と
し
た
催
し
も
の

な
ど
様
々
な
取
組
み
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

全
国
よ
り
３
，
５
４
１
作
品
の

応
募
が
あ
り
、
次
の
標
語
に
決
定

し
ま
し
た
。

最
優
秀
作
品

「
ち
が
う
み
ん
な　

ち
が
う
夢

お
ん
な
じ
大
き
な
未
来
」

（
市
来
陽
子
さ
ん　

13
歳　

東
京

都
）憲

法
週
間
行
事
の
手
続
相
談
会

　

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
５
月
11
日
㈬
午
前
10
時

か
ら
午
後
３
時
ま
で

【
場
所
】
熊
本
地
方
・
家
庭
裁

年
を
み
ん
な
で
守
り
育
て
る
と
い

う
運
動
に
賛
同
し
て
、
で
き
る
こ

と
か
ら
行
動
し
て
も
ら
え
る
大
人

を
「
み
ん
な
の
お
じ
さ
ん
、
お
ば

さ
ん
」
会
員
と
し
て
広
く
募
集
し

ま
す
。
青
少
年
の
健
や
か
な
成
長

を
願
い
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
に

必
要
な
こ
と
を
、
で
き
る
こ
と
か

ら
行
動
し
て
い
た
だ
け
る
方
の
応

募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
・
応
募
先
】
熊
本
県
青

少
年
育
成
県
民
会
議

☎
０
９
６
‐
３
８
３
‐
１
１
１
１

内
線
７
４
０
９

新
築
住
宅
に
熊
本
の

ス
ギ
柱
材
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

　

熊
本
の
気
候
に
合
っ
た
県
産
木

材
で
家
を
建
て
ま
し
ょ
う
！

　

熊
本
県
木
材
協
会
連
合
会
で

は
、
県
内
で
木
造
住
宅
を
新
築
さ

れ
る
方
に
、
乾
燥
ス
ギ
柱
材
を
無

償
で
提
供
す
る
「
く
ま
も
と
木
の

住
ま
い
づ
く
り
推
進
事
業
」
を
実

施
し
ま
す
。

【
提
供
す
る
木
材
】
12
㎝
角
又
は

10
・
５
㎝
角
で
、
長
さ
３
ｍ
。
新

築
の
個
人
住
宅
１
戸
当
た
り
90
本

を
上
限
。

【
募
集
戸
数
】
年
間
150
戸

【
募
集
期
間
】
第
一
回
：
５
月
30

日
〜
６
月
10
日
、
第
二
回
：
８
月

１
日
〜
８
月
12
日
、
第
三
回
：
10

月
３
日
〜
10
月
14
日
、
第
四
回
：

11
月
28
日
〜
12
月
９
日

【
問
合
せ
先
】
㈳
熊
本
県
木
材
協

会
連
合
会

☎
０
９
６
‐
３
８
２
‐
７
９
１
９

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
６
‐
３
８
２
‐
７
８
９
３

http://w
w
w
.infobears.ne.jp/

km
okuren/

平
成
17
年
度
熊
本
県

調
理
試
験
の
実
施

【
試
験
日
】
８
月
16
日
㈫

【
会
場
】
熊
本
県
立
大
学

【
受
験
資
格
】
中
学
校
卒
業
程
度

で
、
飲
食
店
や
給
食
施
設
等
で
２

年
以
上
の
調
理
実
務
経
験
の
あ
る

方【
受
験
手
数
料
】
６
，
２
０
０
円

【
願
書
受
付
】
６
月
６
日
㈪
か
ら

６
月
10
日
㈮

【
願
書
配
布
】
各
保
健
所
及
び
県

庁
健
康
づ
く
り
推
進
課
等

【
提
出
先
】
熊
本
市
外
県
内
居
住

者
↓
県
保
健
所

【
問
合
せ
先
】
最
寄
り
の
保
健
所

☎
２
２
‐
３
１
０
７
（
人
吉
）

又
は
県
庁
健
康
づ
く
り
推
進
課

☎
０
９
６
‐
３
８
３
‐
１
１
１
１

（
内
線
７
０
７
５
又
は
７
１
１
０
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
６
‐
３
８
３
‐
０
４
９
８

「
少
額
ト
ラ
ブ
ル
１
１
０
番
」

無
料
法
律
相
談
会

〜
140
万
円
ま
で
の
ト
ラ
ブ
ル
に
法

的
ア
ド
バ
ス
〜
あ
き
ら
め
ず
に
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
平
成
17
年
５
月
14
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時

【
面
接
】
熊
本
県
司
法
書
士
会
館

２
階
（
熊
本
市
大
江
４
丁
目
４
番

34
号
）

【
連
絡
先
】
０
９
６
‐
３
６
４
‐

０
８
０
０

【
事
前
問
合
せ
先
】

司
法
書
士
：
村
山
鉄
次

☎
０
９
６
‐
３
７
０
‐
４
７
５
０

司
法
書
士
：
立
山
淳
子

☎
０
９
６
‐
３
８
１
‐
８
７
７
７

平
成
17
年
度
熊
本
県
保
育
士

試
験
の
お
知
ら
せ

　

熊
本
県
で
は
、
保
育
士
の
資
格

取
得
試
験
を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。

【
試
験
日
程
】
筆
記
：
８
月
３
日

㈬
・
４
日
㈭　

実
技
：
10
月
中
旬

【
受
験
申
込
・
受
付
期
間
】

５
月
９
日
㈪
〜
５
月
20
日
㈮

【
受
験
申
込
書
】
５
月
13
日
㈮
ま

で
配
布
し
ま
す
。

【
入
手
方
法
】
県
子
ど
も
家
庭

福
祉
課
☎
０
９
６
‐
３
８
３
‐

１
１
１
１
（
内
線
７
１
２
５
）
ま

で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
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労
働
力
調
査
に
ご
協
力
を

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
相
良
村
の

一
部
の
地
域
で
、
６
月
か
ら
10
月

に
か
け
て
労
働
力
調
査
が
行
わ
れ

ま
す
。

　

労
働
力
調
査
と
は
、
我
が
国
に

お
け
る
就
業
・
不
就
業
の
実
態
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
、
統
計
法
に
基
づ
く
国
の
指
定

統
計
調
査
で
す
。

　

調
査
し
た
内
容
は
厳
重
に
保
護

さ
れ
、
統
計
以
外
の
目
的
、
例
え

ば
徴
税
な
ど
に
使
わ
れ
る
こ
と
は

絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　
熊
本
県
青
少
年
「
友
好
の
翼
」

団
員
募
集

【
募
集
人
員
】
小
学
生
（
５
・
６
年
）

160
人
（
男
80
人
、
女
80
人
）・
中

学
生
（
１
〜
３
年
）
40
人
（
男
20

人
、
女
20
人
）

【
応
募
期
限
】
５
月
10
日
㈫

【
応
募
方
法
】
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
居
住
地
の
市
町

村
教
育
委
員
会
へ
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

【
派
遣
期
日
】
平
成
17
年
８
月
３

日
㈬
〜
８
月
８
日
㈪

【
問
合
せ
先
】
熊
本
県
環
境
生

活
部
交
通
安
全
・
青
少
年
課
青

少
年
班
☎
０
９
６
‐
３
８
３
‐

１
１
１
１
（
内
線
７
４
０
８
）

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

村
行
政
相
談
員
に
礒
田
さ
ん

　

４
月
か
ら
礒
田
俊
明
さ
ん
（
松

葉
）
が
行
政
相
談
員
と
し
て
就
任

さ
れ
ま
し
た
。

　

行
政
に
関
し
て
、
わ
か
ら
な
い

こ
と
、
不
満
な
こ
と
な
ど
あ
り
ま

し
た
ら
、
行
政
相
談
員
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

熊
本
県
交
通
事
故
無
料
相
談

　

平
成
17
年
度
の
事
業
は
次
の
と

お
り
行
い
ま
す
。ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
県
庁
で
の
相
談

【
場
所
】
熊
本
県
交
通
事
故
相
談

所
（
県
庁
行
政
棟
本
館
２
階
）

☎
０
９
６
‐
３
８
４
‐
２
３
７
２

【
日
時
】
毎
週
月
〜
金
曜
日

９
時
か
ら
16
時
（
祝
祭
日
及
び
12

月
29
日
か
ら
１
月
３
日
を
除
く
）

※
弁
護
士
来
所
日
：
毎
週
水
曜
日

13
時
か
ら
16
時

○
巡
回
相
談
（
八
代
市
）

【
場
所
】
八
代
市
役
所
市
民
相

談
室
☎
０
９
６
５
‐
3
3
‐

４
４
５
２

【
日
時
】
毎
月
第
２
・
４
火
曜
日

10
時
か
ら
15
時

※
こ
の
無
料
相
談
は
、
熊
本
県
が

実
施
す
る
も
の
で
、
３
月
号
で
お

知
ら
せ
し
た
無
料
相
談
と
は
別
の

も
の
で
す
。

障害者手帳が変わります
平成17年４月から、身体障害・知的障害・精神障害のある方がお持ちの障害者手帳（身体障害者手帳・
療育手帳・精神障害者保健福祉手帳）のデザインが変わります。
　新しい手帳は、 障害の区別にかかわらず、すべての手帳のカバーの色を統一（紺色）し、ユニバー
サルデザインの観点からわかりやすく使いやすいデザインを取り入れています。

※平成17年３月までに交付した手帳も、そのまま使用できますが、お住まいの市町村の窓口でカバー
の交換をおすすめします。
○詳しくは、村保健福祉課までお尋ねください。

【自動車税の納付は５月末までに】
　自動車税の納税通知書を５月初めにお送りしています。納期限の５月31日（火）までに、最寄り
の金融機関や各地域振興局税務課、熊本県税事務所、自動車税事務所で納めていただきますようお願
いします。
【納税は便利な口座振替で！】
　口座振替の申込みは、口座振替依頼ハガキ（最寄りの金融機関や各地域振興局税務課に用意してあ
ります）に記入捺印のうえ、ポストに投函するだけで簡単に手続きができます。
　すでに口座振替をされている方は口座残高の確認をお忘れなく。
【環境への配慮から自動車税が増減されます】
　環境への配慮から、排気ガスや燃費性能が優れた環境負荷の小さい自動車（新車）は自動車税が軽
減され、一定年数を経過した環境負荷の多きい自動車は自動車税が加算されます。
※平成17年度に自動車税が加算（約10％）される自動車
　・ディーゼル車　　　　　平成６年３月31日以前に新車新規登録された自動車
　・ガソリン・ＬＰＧ車　　平成４年３月31日以前に新車新規登録された自動車

自動車税についてのお知らせ
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5月の行事予定　※変更になる場合もあります。

日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

◆母子健康手帳交
付・母親学級（受付
9:00～9:20役場1階
保健室)～11:00まで
◆椿の会（午後3時
15分～4時15分）吉
田病院

憲法記念日 国民の休日 こどもの日 ◆社会保険出張
相談（受付9 : 0 0
～11:30、13:00～
14:30）多良木町役
場

◆断酒友の会（午
後7時～9時）錦町
総合福祉センター

◆ 総合体育館
　ふるさと館休館日

8 9 10 11 12 13 14
◆3歳児健診
（H13.10～H14.1月
生まれ）（受付13:20
～13:30）15:00終了

◆院内断酒会（午
後2時～3時30分）
光生病院

◆あすなろ会（午
後7時～8時）多良
木町保健センター

◆フレンド会（受付
11:00～）人吉保健
所
◆心の健康相談
（受付14:00～15:00
事前予約）人吉保
健所

◆断酒友の会（午
後7時～9時）錦町
総合福祉センター

◆ 総合体育館
　ふるさと館休館日

15 16 17 18 19 20 21
◆母子健康手帳
交付・母親学級
（受付9:00～9:20
役場1階保健室)～
11:00まで

◆日本脳炎（北
小4年）14:00～

◆社会保険出張相談
（受付9:00～11:30，
13:00～14:30）人吉総
合病院
◆ 3 ヶ月児 検 診・
BCG接種（H17.1.6～
H17.2.5生まれ）村総
合体育館1階研修室

◆断酒友の会（午
後 7 時～ 9 時）錦
町総合福祉セン
ター
◆院内断酒会（午
後 7 時～ 8 時）吉
田病院

◆ 総合体育館
　ふるさと館休館日

22 23 24 25 26 27 28
◆断酒教室（13:30
～）人吉保健所
◆椿の会（午後3時
15分～4時15分）吉
田病院

◆６か月育児学級
（H16.9～10月生ま
れ）（ 受 付9:30～
9:45）11:30終了

◆すこやか育児相
談（10:00～）人
吉保健所
◆乳幼児精神発
達相談（受付10:00
～）人吉保健所

◆あすなろ会（午後
7時～8時）多良木
町保健センター

◆心の健康相談（受
付 14:00 ～ 15:00
事前予約）人吉保
健所

◆断酒友の会（午
後 7 時～ 9 時）錦
町総合福祉セン
ター

◆ 総合体育館
　ふるさと館休館日

29 30 31
◆日本脳炎
（南小4年）14:00～、
（中3）15:00～

◆ 総合体育館
　ふるさと館休館日

５月は国民健康保険税第２期の納期となって
います。
忘れずに納期限までに納めましょう。
また、便利な口座振替のご利用を！
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（３月末現在）　　

世帯数　１,７０１世帯（　０）

男　性　２,６３２人　（△16）

女　性　２,９９５人　（△12）

合　計　５,６２７人　（△28）

（　）内は、先月末との差

香
典
返
し
（
３
月
分
）

（
相
良
村
社
会
福
祉
協
議
会
へ
）

（
敬
称
略
）

　
（
寄
付
者
）　　
　
（
区
名
）

中　

村　

重　

道
（
上
川
下
）

宮　

﨑　

オ
ソ
ヨ
（
井
沢
）

今　

村　

静　

子
（
並
木
野
）

伊　

藤　

ミ　

キ
（
上
園
）

中　

竹　

隆　

司
（
井
沢
）

中　

村　

八
重
子
（
中
央
）

北　

村　

小
夜
子
（
下
四
浦
）

相良村の人口と世帯

企　画　課 TEL ３５－１０３０
税　務　課 TEL ３５－１０３１
保健福祉課 TEL ３５－１０３２
会　計　室 TEL ３５－１０３３
産業振興課 TEL ３５－１０３４
建　設　課 TEL ３５－１０３５

環 境 整 備 課 TEL ３５－１０３６
農 業 委 員 会 TEL ３５－１０３７
議 会 事 務 局 TEL ３５－１０３８
教 育 委 員 会 TEL ３５－１０３９
行政改革推進室 TEL ３５－１０４０

総務課は代表番号です。

　永年にわたり村の行政相談員としてご尽力いた
だきました、棟本宗德さん（並木野）へ総務大臣
から感謝状が贈られました。
　後任は、礒田俊明さん（松葉）です。

　昨年の台風による大雨で、川辺川が増水しましたが、
河川敷きのいたるところで、菜の花が満開でした。
　植物の生命力はすごいですね。

　ハナシノブ科・フロックス属で原産地は北米で
す。一つ一つの花は小さいですが色が濃く群生し
ているととてもきれいです。
　花言葉は、臆病な心・燃える恋など

役場代表電話番号　TEL３５－０２１１　（各課直通ダイヤル）

ご苦労さまでした
棟本宗德さんへ

村行政相談員へのご尽力に対し感謝状

あら、不思議！？

芝さくら

役場横の芝さくらです

　ハナシノブ科・フロックス属で原産地は北米で
す。一つ一つの花は小さいですが色が濃く群生し
ているととてもきれいです。
　花言葉は、臆病な心・燃える恋など　花言葉は、臆病な心・燃える恋など

永江河川敷の菜の花です


